
お天気 穴埋めクイズ　【解答・解説】

① ツバメが低く飛ぶと雨　ツバメが餌とする蚊は、空気中の湿度が高くなると
下の方を飛びます。そのため、蚊を追いかけるようにして、ツバメも低く飛んだこと
から言い伝えられるようになりました。

② 夕焼けは晴れ　日本の天気は、西から東へ移り変わる特徴があります。そのため、
夕焼けの翌日は晴れるといわれています。「朝焼けは雨、夕焼けは晴れ」も同様です。

③ 猫が顔を洗うと雨　湿度に敏感な猫のひげは、湿度が高くなると垂れてくるそ
うです。ここでいう「顔を洗う」とは、垂れたひげが気になって猫が顔を洗うような
仕草を表しています。湿度が高くなる＝前線や低気圧が近づくため雨になりやすい、
ということです。

④ 鐘の音がよく聞こえると雨　雨の原因となる暖かい空気が上空にあるとき
は、鐘の音が跳ね返り、遠くの音が聞こえやすくなります。そのため、いつもより鐘
の音がよく聞こえる日は雨になるといわれているのです。

⑤ 夕にじは晴れ　東に虹が出るということは、東の空が湿っていて、西の空には
雲がないことを表しています。日本の天気は西から東へと移り変わるので、雲のない
晴れた天気へと移り変わることを意味します。

⑥ ありの行列を見たら雨　アリが巣穴から卵などを運び出し、行列をなしてい
る場合は、水から卵を守るためだと考えられます。つまり、雨が近づいていることを
表しています。

⑦ 雷が鳴ると梅雨が明ける　梅雨の時期に雷が鳴ると梅雨が明けるといわれて
いるため、梅雨明けの目安として使われる言葉です。

⑧ 煙が東になびくと晴れ　煙を東になびかせるには、西からの風が必要です。
西から風が吹くのは高気圧が近づいている証拠なので、晴れやすいといわれています。

⑨ 春に三日の晴れなし　春は晴れた天気が 3日ともたない、つまり春は天気の
移り変わりが早いことを表しています。

⑩ カマキリが高いところに産卵すると雪が多い　カマキリは卵が雪に埋も
れないよう、草木の高い場所に産卵します。カマキリの産卵時期は 8～ 10月頃。雪
が降る前に積雪量を予測しているため、カマキリには予知能力があるのではないかと
もいわれています。

⑪ 煙がまっすぐ立ち上ると晴れ、なびくと雨　周りの空気より暖かい煙は、
真っすぐ上にのぼろうとします。ところが、雨の原因となる暖かい空気が上空にある
と、横になびきます。

⑫ 二八月の雷に隣に行くな　2月と 8月の雷は落ちることが多いといわれてい
ます。そのため、雷が鳴っている間は、外を出歩いてはいけないという意味があります。

⑬ 山が青く見えると晴れ、白く見えると雨　山の見え方には、光の散乱、つ
まり空気中の水分量が関係します。空気中の水分が少ないと光の散乱も少なくなるた
め、山は青く見えます。反対に、空気中の水分が多いと光が散乱しやすくなるため、
山は白く見えるといわれています。そのため、山が白く見えるときは、空気中の水分
が多い＝雨になると言い伝えられています。

⑭ 四つ晴れに傘放すな　午前 10時頃に止んだ雨は、午後になって再び降り出す
ことが多いといわれています。そのため、心づもりをしておきなさいという意味です。

⑮ 雪の明日は裸虫の洗濯　裸虫（はだかむし）とは、貧しくて着る物がない人
のことをいいます。雪が降った次の日は、よく晴れて暖かくなる日が多いため、貧し
い人でも洗濯ができるという意味のことわざです。

⑯ 蚊がうすづけば雨が降る　蚊の大群が、臼をつくように上下するのは雨が降
る前兆だといわれています。


